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表 1 物 語 構 造
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図 2 3 文構成モデルに基づく予測的理解





























6. 実 験 手 法








































図 3 PT システムのインターフェース




(No.13)，超過比較 (9)，不足比較 (2)）第 1文または
第 2文が関係文である物語を用いた予測可能課題 5問



























表 2 PT システムで用いた物語
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表 3 作問テストに用いた単文群















前に 9時限，1時限 45分）と比べてテスト時間は 20
分と十分に短いことから，今回の効果検証の結果に影
響を与えるようなことはないと判断している．























































利用する．実験対象は小学校 3年生 2クラスの児童 76
名である．本小学校は 1学年に 2クラスあり，1年生
時に和差文章題（全 9時限，1時限 45分），2年生時







































Table 4 Number of people distribution between
group.
けた．作問テストの成績の群分け手法は作問テストの
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表 5 群間の予測差分平均値
Table 5 Mean of diﬀerence time between group.
表 6 群間の PT 成績平均値
Table 6 Mean of PT score between group.
績上位群は下位群に比べ有意に予測差分が大きい．












(F (1, 71) = 4.38 p < .05 η2 = 0.057)
（2）作問学習を行った群において，作問テスト成
績上位群は下位群に比べ有意に解答時間が短い．
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